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      － 生 命 と 性 の 健 康 教 育 に 向 け て －  
   
上 田 邦 枝  
昭 和 大 学  助 産 学 専 攻 科  
 
 
要  旨  
 
本 研 究 の 目 的 は 、中 学 生 が 持 つ「 生 命 」の イ メ ー ジ を 明 ら か に し 、
今 後 の 「 生 命 と 性 の 健 康 教 育 」 や 学 校 に お け る 生 活 指 導 や 教 育 に 活
か す こ と を 目 的 と し て 行 っ た 。中 学 生 5 8 3 名 を 対 象 と し 、「 生 命 の イ
メ ー ジ 」 に 関 し て 自 由 記 載 に て 回 答 を 求 め 、 カ テ ゴ リ ー 化 し 帰 納 的
内 容 分 析 し た 。そ の 結 果 、 6 7 の ＜ コ ー ド ＞ か ら 、 2 6 の ≪ サ ブ カ テ ゴ
リ ー ≫ 、1 3 の【 カ テ ゴ リ ー 】、8 つ の『 コ ア カ テ ゴ リ ー 』が 抽 出 さ れ 、
7 つ の ｛ 要 素 ｝ が 導 き 出 さ れ た 。  
中 学 生 の 生 命 の イ メ ー ジ は 、｛ 生 殖 性 ｝ で は 、【 地 球 上 に 存 在 す る
生 物 】 の 『 生 物 学 的 な も の 』 と 、【 先 祖 か ら 守 り 育 て る 命 の た す き 】
【 生 殖 を 行 う 男 女 】 な ど の 『 受 け 継 が れ る 生 殖 性 』 が あ っ た 。｛ 脆
弱 性 ｝ で は 、『 儚 い 小 さ い も の 』、｛ 貴 重 性 ｝ と し て 【 あ た た か く 輝
い た 美 し い も の 】【 掛 け 替 え の な い 尊 い 大 切 な も の 】 な ど の 『 貴 重
で 素 晴 ら し い も の 』 が あ っ た 。｛ 神 秘 性 ｝ と し て 『 神 秘 ・ 奇 跡 的 な
存 在 』 が あ り 、｛ 平 等 性 ｝ は 『 平 等 に も っ て い る も の 』、｛ 必 然 性 ｝
は 、【 当 り 前 に 生 き て い る こ と 】【 生 き る た め の も の 】 な ど の 『 生 き
る 必 然 性 』 が あ っ た 。｛ 困 難 性 ｝ と し て は 、【 よ く わ か ら な く て 難 し
い も の 】【 そ の 形 や 力 が 不 明 な も の 】 と い う 『 理 解 し が た い も の 』
が あ っ た 。  
 
K e y  W o r d s :生 命 と 性 の 健 康 教 育 ， 生 命 の イ メ ー ジ ， 中 学 生 ， 思 春 期  
 
緒  言  
 
医学や生命科学が急速な進歩をとげる中、
自分や他者だけでなく動植物を含めた「生命
の大切さ」の認識を高めていくことは、人間
形成上、特に幼児期から思春期にかけて重要
な発達課題であるといえる。そのため、次世
代の若者に「生命」が大切に育まれるよう支
援することは、生命と性に一番近い存在であ
る助産師として大きな使命であると考える。  
最近の生命教育や性教育の動向は、思春
期の若年者による自殺や殺傷事件を耳にす
る度に、生命教育の必要性が論じられてきた。
その結果、1996 年中央審議会答申において
「生きる力」が提言され、教育現場のさまざ
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まな教科で重要視されてきた。しかしながら、
その後も子どもの生きる力を伸ばす取り組
みは十分な結果を残すことができず、文部科
学省は 2012 年 4 月から新学習指導要領の「生
きる力＝知・徳・体バランスのとれた力」を
全面実施とし、「確かな学力」と「健康・体
力」に続いて「豊かな人間性」であることを
柱とした総合学習の充実を推進している 1）。 
｢生きる力｣すなわち生命やいのちは、どの
ような言葉の定義やイメージとして用いら
れてきたのだろうか。 
鎌田は、「いのちを日本人の精神に深く根
ざしたものであり、それゆえにさまざまな意
味を付与しやすい言葉であると考え、日本人
が古来より特別な含意の和語であるとして
いる 2）」と述べており、魂として「生命」の
存在・価値は、歴史的・文化的・民族的な背
景にも強く影響を受けており、心の底にある
魂として存在するものと推測できた。また、
柴原によると、「児童への生命の大切さをと
らえるために生命の多面性・実感的にとらえ
ることが重要であり、そのため 6 つの視点と
して、【有限性】【関連性・連続性】【精神性・
可能性】【特殊性・偶然性】【共通性・平等性】
【神秘性】が存在している」と報告している
3）。さらに、鈴木や近藤によると、いのちと
は身体的、精神的、社会的側面から成ると定
義し 4）5）、上薗は、生と死の両方を含む概念
であると述べている 6）。また、森木は、学童
期を対象とした調査において、「生」につい
てのイメージは、【感情】【人の活動】【命・
心・魂】【自然・生き物】【事柄・説明】【そ
の他】の 6 つに分類されたと報告している 7）。  
このように、学童期から青年期までの対象
の生命の概念は、さまざまなとらえ方をして
おり、また年代的な認識の過程が存在し、段
階を経ることも示唆されていた 3）－7）。傾向と
しては、社会学的研究や子どもを中心とした
心理的な研究が多く、死生観にも通じており、
こどもの死生学として教育学の分野で論じ
られるという特徴があった 8)-11）。  
そこで、研究者が実施している「生命と性
の健康教育」の中の基盤でもある生命教育の
充実を図っていくために、思春期の中学生が
抱く「生命」のみに着眼し、そのイメージの
中にどのような要素が存在し、概念構造化さ
れているのかを明確にする必要性を感じた。 
そもそもイメージの研究は、心理学的、特
に認知科学の領域において多く研究されて
おり、「イメージそのものが概念的構造的規
則では割り切れない含蓄的意味を描き出し、
さらに本質的なものを直観する媒体ともな
る」と言われている 12）。つまり、明確な定義
は把握しづらく、描写しているものがイメー
ジとすることや、認知科学では、イメージを
主観的な感覚として心の中に作り上げる現
象と説明している。 
中学生に生命についてのイメージを問う
ことは、今現在の、心の中で起きている概念
構築の過程である生命そのままの描写にほ
かならない。そして、心の中に作り上げられ
ている生命の現象は、まさに生きてきた現在
までの自己を象徴している。道又は、「解釈
された情報を保存することでイメージが生
成されるが、その解釈の操作こそイメージで
ある」と述べられている 13）。よって、「生命」
をイメージする過程こそが、自己の生きてい
る意味やその過程を想像することにつなが
り、それらを肯定的に解釈することにより、
自己の生命の概念構築の初期段階に活かす
ことが出来るのではないかと考えた。同時に
「生命」を問うことが生命教育の始まりであ
り、その後に「生命」の実際を体験すること
や学習することにより、本質的な生命理解に
有益であるのではないかと思われた。 
本研究は、中学生が持つ「生命」のイメー
ジを明らかにし、今後の「生命と性の健康教
育」および、学校における生活指導や教育に
活かすことを目的として行った。 
 
 
昭和大学保健医療学雑誌 第 11 号 2013 
33 
 
方  法 
 
1.用語の定義 
・生命のイメージ：イメージの種類には、残
像、直観像、表象像があるが、残像と直観像
は明確な外部刺激によって形成される。表象
像は意識して浮かべたり、言語刺激によって
浮かんだり、身体の内部状況によっても浮か
び、外部刺激が不鮮明な場合により鮮明にな
る 12）といわれており、本研究のイメージは、
表象像としてのイメージであるため、「生命」
を意識した際に浮かんでくる言葉や概念を
生命のイメージとして定義した。 
・性の健康：武田による性の健康概念 14）を
参考とし、「セクシャリティに関連する
Physical・Mental・Spiritual・Social の 4
側面が適応している状態」と定義した。 
・生命と性の健康教育：本研究者が中学生を
対象に約 10 年間にわたり行っているライフ
スキル教育に基づいた健康学習プログラム
であり、生命教育、性の健康教育、ストレス
マネジメント教育の 3年間の積み上げ式段階
別教育である。（表 1）15）。 
2.研究デザイン 
本研究は、中学生質問紙調査を通して、「中
学生が持つ生命のイメージ」を明らかにする
ことを試みた帰納的研究である。中学生の生
命の概念構造を把握することは、「生命と性
の健康教育」プログラムの構築への探索的ア
プローチ段階といえ、中学生の「生命」への
現象を理解するために有効性が高いと判断
し、イメージの記述的な方法を用いた。 
3.研究対象者 
特別授業などにおいて性教育や生命教育が
実施されてこなかった関東近郊の中学校 1校、
1年生と 3年生の 583名を対象として行った。 
4.手続き（データ収集とその方法） 
学校長の了承のもと、学年主任および養護
教諭と連携し、データ収集後に行われる『生
命と性の健康教育』には県衛生部の協力も得
た。生徒に「生活、生命、性における意識調
査」とした質問紙および研究協力依頼を記し
たものを配布し、「生命とはどのようなもの
だと思いますか．イメージとしてお答え下さ
い」と無記名とし、自由記載にて回答を求め
た。他の質問内容を含め記入時間は約 20 分
とした。対象は 583 名中 405 名（1 年生 196
名：男子 94 名、女子 102 名、3 年生 207 名：
男子 106 名、女子 101 名）であった。 
5.データ分析方法とその過程 
文脈を記録単位とし、その意味や目的を読
み込みながら類似した内容（記述データ）を
コード化した。そして複数のコードを、「生
命」の類似性や相違性を比較分析し、各「コ
ード」が表す語彙から共通の意味内容を示す
ものを抽出し、≪サブカテゴリー≫として命
名し、抽象度を高めサブカテゴリーから【カ
テゴリー】へ、カテゴリーから『コアカテゴ
リー』へ、コアカテゴリーから{要素}へと更
なる抽象化をして行った。信頼性と妥当性を
高めるために定期的に、大学入試センター研
究開発者 1 名、思春期学研究者 1 名、研究対
象ではない中学生 2名にスーパーバイズを受
けた。そして、第 50 回日本思春期学会（福
岡）において演題発表し、得られたフィード
バックを分析内容に取り入れ、スーパーバイ
ズを受け、検討を繰り返した。 
6.倫理的配慮 
対象者の生徒へは、下記の 5 点を口頭と紙
面にて説明し、承諾を得た。同意しないもの
に関しては、未記入で提出するよう依頼した。
1）調査の参加や中断は、自由意思であり不
利益をこうむる事はないこと。2）結果は研
究者以外に用いることはないこと。3）学校
の成績・評価には、全く関係がないこと。4）
健康を推進するための授業などで用いるこ
とがあること。5）最終的には質問紙、デー
タ等は焼却処分とすること。保護者へは、研
究の趣旨を学年便りで通達し、調査後の「生
命と性の健康教育」への自由参加を促した。
 1
表１． ライフスキル教育を基盤とした「生命と性の健康教育」
時間 授業内容 媒体および使用物品 ライフスキル教育の該当
生
命
教
育
1年生
100分
生命ってなんだ？ パワーポイント 自己認識・創造的思考
生命創造 VTR 自己認識・創造的思考・共感性
妊婦体験 妊婦体験スーツ 自己認識・創造的思考・共感性
新生児抱っこ体験 沐浴人形 自己認識・創造的思考・共感性
死にゆく生命 小児がんの事例 自己認識・批判的思考・共感性
「生命の木」の作成 模造紙・葉型の付箋 自己認識・創造的思考
性
の
健
康
教
育
2年生
100分
思春期・第二次性徴 パワーポイント 自己認識・共感性・ストレスへの対処
性の意義と多様性 パワーポイント 情動への対処・対人関係スキル
恋愛・危険な性の情報分析 情報分析シート 批判的思考・効果的コミュニケーション
グループワークと発表 性の商品化の事例 効果的コミュニケーション・対人関係スキル
誘惑を回避するロールプレイ 台本と仲間 自己認識・共感性・対人関係スキル
「性の健康の木」の作成 模造紙・葉型の付箋 自己認識・創造的思考
ｽﾄﾚ
ｽ
ﾏ
ﾈｰ
ｼﾞ
ﾒﾝﾄ
教
育
3年生
100分
生命と性の健康の復習 パワーポイント 効果的コミュニケーション
ストレスとｽﾄﾚｽﾒﾏｰｼﾞﾒﾝﾄ パワーポイント 自己認識・ストレスへの対処
ストレッチとタッピングタッチ 自分や友人の身体 対人関係スキル・ストレスへの対処
ﾘﾗｸｾﾞｰｼｮﾝと呼吸法 ｱﾛﾏ α波の音楽とｽﾄﾛｰ 自己認識・ストレスへの対処
「ストレスマネジメントの海」作成 模造紙・波型の付箋 自己認識・創造的思考
結 果 
 
データ分析結果は表 2 に示す通りであり、記
述データ数は 226 であり、67 の「コード」から
26 の≪サブカテゴリー≫、13 の【カテゴリー】、
8 つの『コアカテゴリー』が抽出され、7 つの
｛要素｝が導き出された。中学生が持つ生命の
イメージの要素は、{生殖性}、{脆弱性}、{貴
重性}、{神秘性}、{平等性}、{必然性}、{困難
性}という 7 つが抽出された。 
要素 1｛生殖性｝では、コアカテゴリー『生
物学的なもの』と『受け継がれる生殖性』から
なっていた。『生物学的なもの』では、コード
として「地球にある物体」「地球にあるもの」「地
球」から≪地球に存在するもの≫とした物質的
な把握があった。さらに、「地球上の動物たち」
「植物を含めたもの」などの生物的な理解をし
ていると思われた≪地球上にある生物すべて
≫を 2 つ合わせて、カテゴリー【地球上に存在
する生物】としてコアカテゴリー『生物学的な
もの』という地球上の生命体といった考えを持
っていた。一方では、コード「育てるもの」「守
っていかなければならないもの」などから≪守
り育むもの≫があり、「親からのプレゼント」
「親から与えられたもの」「先祖から受け継が
れるもの」などから≪親や祖先から与えられた
もの≫が存在した。「受け継いでいくもの」「次
に渡すもの」「引き継いでいく命」「たすき」「リ
レー」から≪受け継ぎ引き継ぐ命のたすき≫と
いう継続的な認識があった。それらの思いを合
わせてカテゴリー【先祖から守り育てる命のた
すき】という思いとなった。さらに、コード「赤
ちゃんが誕生」「こどもが生まれる」から≪赤
ちゃんが誕生すること≫、「愛の結晶」「赤ちゃ
ん」から≪愛の結晶≫として合わせてカテゴリ
【ー愛の結晶の赤ちゃんが生まれる】となった。
またコード「こどもを作ること」「夜の営み」「男
女の身体」「肉体の重なり」から【生殖を行う
男女の身体】などの身体行為的な把握と合わせ
て、コアカテゴリー『受け継がれる生殖性』と
いう理解があった。 
要素 2｛脆弱性｝では、コアカテゴリー『儚
い小さいもの』からなる。コード「たまご」「小
さい小さい卵」から≪小さな卵≫や、「限りあ
る１つのもの」「1 つしかないもの」「なくなっ
てしまう 1 つ」から≪有限な 1 つ≫として有限
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性を理解していた。さらに「傷ついてしまうも
の」「儚い」などの≪傷つきやすく儚いもの≫
から、カテゴリー【傷つきやすく儚い小さな１
つ】として、コアカテゴリーの『儚い小さいも
の』という感情的実感が存在した。 
要素 3｛貴重性｝では、コアカテゴリー『貴
重で素晴らしいもの』からなる。コードとして、
「火」「暖かい何か」などの≪火みたいなあた
たかいもの≫と、「光っている」「美しい」「ピ
カピカ」「きれいに光っている」などの≪美し
く輝いているもの≫を合わせてカテゴリー【あ
たたかく輝いた美しいもの】として、そこには、
形状はわからないが感覚的なさらには視覚的
な印象があった。また、コード「掛け替えのな
い」「大事」「大切」「貴重」から≪貴重で掛け
替えのないもの≫、「お金より大事」「すごいお
金を出しても買えない」「お金より何より大切」
から≪お金より大切なもの≫、「絶対必要」「必
要不可欠」「一番必要」から≪必要不可欠なも
の≫として【掛け替えのない尊い大切なもの】
があり、コアカテゴリーの『貴重で素晴らしい
もの』という重要で生命に対して肯定的な感情
があった。要素 4｛神秘性｝では、コアカテゴ
リー『神秘的・奇跡的な存在』からなる。コー
ド「奇跡的な誕生」「奇跡的確率」などの≪奇
跡的なもの≫と「神秘」「神秘的な誕生」「神秘
的な人生」「受精とかの神秘」などの≪神秘的
なもの≫を合わせ、カテゴリー【神秘・奇跡的
なもの】とし、偶然に近い確率で生まれ、それ
が人的な理解を超越しているものと感じてい
た。要素 5｛平等性｝では、コアカテゴリー『平
等に持っているもの』からなる。コードとして
「自然に平等なもの」「身近な平等ないのち」
から≪自然で身近な平等なもの≫として自分
自身の中の平等を考えているサブカテゴリー
と、「誰でも持っている」「誰もが平等なもの」
「みんな平等」という他者をみた平等性を考え
た≪誰もが平等なもの≫が存在し、カテゴリー
【平等にもっているもの】という自他ともに平
等に存在するという認識があった。要素 6｛必
然性｝では、コアカテゴリー『生きている必然
性』からなる。コードとして、「生きる証」「生
きている証拠」から≪生きている証≫、「生き
ていることは当り前」「当り前のこと」「当り前
の生活」から≪当り前に生きている≫、２つの
気持ちから【当り前に生きていること】という
偶然ではない存在しうることの必然性が表れ
た。また、「動力」「生きて行くための力」「生
きている力」として≪生きているための動力≫、
「自分で学ぶもの」「自分で生活して行く」「生
活をする」から≪自分で学び生活するもの≫と
して、2 つの日常生活に必要な力やそれを使っ
た自活という身近な考えを基にした【生きるた
めのもの】があった。当り前でありながら日々
の生活に動力も必要としているという受け止
めの『生きている必然性』があった。要素 7｛困
難性｝では、コアカテゴリー『理解しがたいも
の』からなる。コードとして「わかんない」「証
明できづらい」「明らかになっていない」「考え
ても出てこない」から≪わからない証明できな
いもの≫があり、「簡単じゃない」「難しい」「理
解するのが大変」から≪簡単じゃない難しいも
の≫があった。2 つの内容把握の困難さ、また
その思いから【よくわからなくて難しいもの】
となった。また「その形が不明」「力の関係が
わからない」「言葉や形では表せない」から≪
その形や力が不明なもの≫という形状的な不
明確さを表現し、内容と形状の双方を理解する
ことへの困難さが存在した。『理解しがたいも
の』という中学生の実体験による「生命」その
ものの理解の限界と内容表現のしにくさがあ
った（表 2）。 
 表2． 中学生が持つ｢生命のイメージ｣
要素｛ ｝ コアカテゴリー 『 』 カテゴリー 【 】 サブカテゴリー≪ ≫
生殖性
生物学的なもの 地球上に存在する生物
地球に存在するもの
地球上にある生物すべて
受け継がれる生殖性
先祖から守り育てる命のたすき
守り育くむもの
親や先祖から与えられたもの
受け継ぎ引き継ぐ命のたすき
愛の結晶の赤ちゃんが生まれる
赤ちゃんが誕生すること
愛の結晶
生殖を行う男女の身体 生殖を行う男女の身体
脆弱性 儚い小さいもの 傷つきやすく儚い小さな1つ
小さな卵
有限な1つ
傷つきやすく儚いもの
貴重性 貴重で素晴らしいもの
あたたかく輝いた美しいもの
火みたいなあたたかいもの
美しく輝いているもの
掛け替えのない尊い大切なもの
貴重で掛け替えのないもの
お金よりも大切なもの
必要不可欠なもの
神秘性 神秘・奇跡的な存在 神秘・奇跡的なもの 奇跡的なもの神秘的なもの
平等性 平等に持っているもの 平等に持っているもの 自然で身近な平等なもの誰もが平等なもの
必然性 生きている必然性
当り前に生きていること
生きている証
当り前に生きている
生きるためのもの
生きているための動力
自分で学び生活するもの
困難性 理解しがたいもの
よくわからなくて難しいもの
わからない証明できないもの
簡単じゃない難しいもの
その形や力が不明なもの その形や力が不明なもの
 
 
考 察 
 
本研究の生命のイメージは、多義的で物質的
な印象や情動から抽象的な感情まで多岐にわ
たっていた。これは、「いのち」のイメージと、
それを規定する要因を研究した植田の 9 因子の
「尊さ」、「たくましさ」、「純真さ」、「曖昧さ」、
「躍動性」、「おおようさ」、「質感」、「好ましさ」、
「やるせなさ」と同様に多義的な結果であった
16）。 
「生命」を受け継ぎ、そのつながりを表す｛生
殖性｝の背景の特徴としては、多くは視覚的・
感覚的な経験により形成され表現されていた。
それは、道徳や生物、国語での「生き物」に関
する授業、さらには個人が経験する植物栽培や
動物飼育による長きに渡る経験的認識により、
生物学的な印象を感じ取っていると推測でき
る。しかしそこからは、自己の生命を認識して
いるが、動物だけでなく生物やその他の物体な
どの広い範囲の生命としてとらえているとも
理解できる。 
Piaget は子どもの生物の理解として、第一段 
 
階：全てのものに生命を認める時期（4～6 歳）、 
第二段階：全て動くものに生命を認める時期（6 
～8 歳）、第三段階：自己の力で運動するもの
に生命を認める時期（8～11 歳）、第四段階：動
物だけに生命を認める時期を示している 17）。こ
のように、生物的な把握は、子どもの生物的理
解において初段階のものであり、低年齢でもイ
メージ化できることから、本研究でも容易に単
純な印象として表現されたものと考えられる。 
しかしその半面、現代の中学生は、バーチャ
ル的な遊戯によって、現実と空想の区別がつか
なくなることが懸念されるため、全てのものに
霊魂が存在し、錯覚するアニミズム的思考が働
いているとも予測できる。よって、自己の生命
観を構築していく過程では、仲間や大人との関
わりの中で生命の認識を育んでいくことは、よ
り客観的で現実的な把握のために必要なのか
もしれない。 
また、それらに反して、生命を点として感じ
ているのではなく、先祖からの受け継がれてき
たものとして、いのちの世代を超えた連続的な
イメージも抱いていた。生命を感じる際に、産
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み育ててくれた家族や生命の誕生としてのシ
ンボルでもある赤ちゃんを想像することで、単
に現象や物体だけではない、種の保存、いのち
の連鎖をイメージしたと推測できる。現代は、
核家族化が進み家族の死に立ち会うことが尐
なくなってきている。さらに、高度医療が進む
と同時に、人間が生まれることも死にゆくこと
も病院や施設で行われることが多くなってお
り、壮絶ともいえる生命の具体的なイメージを
持てる機会が尐ない。つまり、現実味を帯びた
生命の連続性を身近で実感することは大変難
しい状況である。植田は「人やその他の生き物
を慈しみ育もうとする態度に、いのちイメージ
が大きく関わる」と示唆しており 16）、より中学
生に生命のイメージ化を高めるためには、家庭
においても学校においても「生命」のさまざま
な側面を感じられる環境を提供し、対象が理解
できるよう、教育的な整備をしていくことが必
要であろう。そのため、生命教育には、中学生
が 5 感で感じられるような体験型の教育が望ま
しいと考える。 
さらに、田爪による小中学生の「いのちの大
切さ」と日常生活の関連性の研究においては、
中学生では生活の中心が家庭から友人関係に
移行するため、「友人を中心とする他者に対す
るこのような感情が、他者のいのちの大切さに
対する認識を高める要因である」と述べている
18）。これらのことから、生命に関する価値観や
思いを友人同士で表現し、刺激し合う機会を
様々な教科や科目で行っていくことが今後の
生命教育の課題であるといえる。加えて、体験
する機会や量だけでなく、そこでどのような経
験をしたかという自分自身の内面的な思いや
感情が重要であり、生命のイメージがその後の
実践的行動につながるための重要な動機づけ
になると考えられる。そのため、抽象化したも
のを具現化する教育者の促しが必要であると
示唆された。 
「生命」の傷つきやすく儚さを表す｛脆弱性｝
では、多くはいのちの脆さや小さいという形状
や状態を表していた。残酷な「死」や希望がな
い等のネガティブなイメージはなく、有限性と
しての「死」への間接的な想像に留まった。つ
まり、生命のイメージから死への想像は、希薄
な傾向にあることがわかる。今までの研究にお
いて、「生」や「いのち」を死生観という側面
から検討されることが多かった背景には、中学
生の中での「生死の表裏一体」という認識が薄
いことが要因なのかもしれない。本研究者の
「生命と性の健康教育」の 1 年次の生命教育に
おいて、「死にゆく生命」として事例提示をし、
「誕生する生命」「活動している生命」と共に
生命の理解を深めている。｛脆弱性｝という、
存在し得る生命の弱さやその性質だけでなく、
必ず生命あるものは死を迎えるという普遍性
と、生命をリセットしても蘇ることはないとい
う不可逆的な認識を中学生で持つことは必要
不可欠なのではないかと考えられた。中学生を
対象とした死生観の研究において山崎は、「学
生の 8 割が小学校高学年までに死を意識するよ
うになった 19）」という調査結果を示し、さらに
海老根は「中学生というのは死の概念の発達が
ある程度達成しており、死を意識し、考えた経
験を持つことから、死生観の育成を始める上で
は、最も適した年代といえる 20）」と述べている。 
よって、中学生というアイデンティティの形
成過程の多感な時期に、「生命」を誕生の側面
からだけでなく、死という去りゆく「生命」に
おいても、十分に取り扱ことが必要である。そ
して、生死に立ち会う機会が尐ない対象である
からこそ、生死を一体として合わせて教育する
ことが、より生命を多義的にとらえることがで
きる教育として効果的なのではないかと考え
た。生命という認識を問う上で、死への関心が
より生命を多面的に把握することにつながる
と思われた。 
｢生命｣の素晴らしさと大切さを表現する｛貴
重性｝は、いままでの家庭教育や小学校の既習
の生命学習が影響していると推測できる。つま
り、生命は価値あるものであり、大切にしなけ
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ればならないものであるという反復的・擦り込
み的な教育により、生命への肯定的な感情が存
在したといえる。これは、大変安堵する結果で
あり、昨今の自殺や思春期の殺人事件などの報
道が取りざたされる中では、中学生が生命を貴
重として感じられることは、理想的なあり方で
ある。しかしながら、近年の全体的な中学生の
傾向としては、生命を貴重であると感じていな
がらも、自己肯定感・自尊感情が低い現状にあ
ると報告されている 21）。平成 20 年の東京都の
研究によれば、自尊感情は諸外国と比べて低く、
10 年前からも 11 ポイント低下しており、自尊
感情や自己肯定感を高めるための教育が開始
されている。22）。これらから、中学生は、生命
は貴重であるというイメージを持ちながらも、
その生命を持つ自分自身には価値付けが出来
ておらず、肯定感情が低い状態であるといえる。
これは、幼尐の頃より生命は大切であると教育
はされてはきたが、その大切さをどのように自
己の生命や日々の生活に活かしてよいのがわ
からず、学習したものと日常が乖離してしまっ
ていることが考えられている。つまり、貴重と
感じていながらも実践的な日常行動として移
しきれていないのである。いわば抽象的な生命
という概念から具体的な自己の日常生活レベ
ルまでのつなぎの部分の仲介が十分に満たさ
れていないことがわかった。児童生命研究会は、
「生命尊重教育の指導の実態をみると、生命尊
重に関する学習によって生命の大切さについ
ては理解しているが、日常生活の中での行動の
実践が伴っていないことが多くみられる。」23）
と報告している。実践までの仲介とその強化の
ためには、さまざまな言語によって、生命の貴
重さを言語的にアピールするだけに留まるの
ではなく、自己の存在価値を高め、生命の貴重
性から人生の構築を想像するまでの設計図作
りをするための内発的動機づけと支援が必要
とされる。そのために、生命が貴重と思える体
験の後に、自分自身の生活や夢を考えることの
できるような発展的な人生を想像する時間を
設けることが必要である。それらを言語化また
は書式化しながら、他者の客観的認識と生命観
を共有し、刺激を高める教育が有益であると考
えられた。 
｢生命｣の尊い奇跡さを表現した｛神秘性｝
では、奇跡が神秘性に含まれ表現された。奇跡
は常識では考えられない神秘的な出来事であ
り、自然法則を超越した不思議な現象と意味さ
れる。すなわち、神秘的な状態には奇跡が含ま
れていた。ここから考えられることは、中学生
は自分がこの世に誕生することを奇跡的なと
ても低い確率であると理解できていた。生命の
イメージを問われたことにより、潜在化してい
た「この世に存在する自分」が顕在化したもの
と考える。しかし、生命誕生の確率の理解は、
根拠に基づいた明確なものではなく、既習のさ
まざまな科目の曖昧な知識の統合に留まって
いると想像できる。それは、本研究者が行って
いる「生命と性の健康教育」においても、自己
の誕生した確率を問う際に、生徒の答えは男性
の 1 回の射精によって排出される精子量の約 3
億分の 1 という回答が多く、そこには女性の卵
子の排出個数を考慮できていない。一生涯で排
出されるといわれる約 1 兆の精子と約 500 個の
卵子から選ばれる生命の源。さらに、受精卵と
なり着床したとしても、妊娠継続には大変困難
な道のりがある。そのため、自分が生まれてく
る確率は、単純な確率的な計算をしても約 250
兆の 1 であると割り出せる。しかし、ここには
疾患や不慮の自己により亡くなってしまった
生命は入っていなく、事実上は、天文学的な計
り知れない奇跡の繰り返しにより人間は誕生
し、存在する。 
中学生が生命発生の実質的確率を再認識す
ることで、より人間に対して、また自己に対し
ての神秘性と生命尊厳の重要性を実感し、自己
受容や自己肯定への内面化された感情へつな
がるものと推測できる。よって、生命教育にお
いては、より具体的な誕生確率を一般的な例と
ともに併用させながら、視覚的にも理解しやす
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く提示し、生命の神秘性から自分や他者の生命
への関心を移行させていくことが望ましいと
いえる。 
｢生命｣が存在する公平さを表現した｛平等
性｝では、道徳授業での多面的な生命のあり方
を推奨している柴原の「共通性・平等性」に一
致した 3）。中学生は、自他ともに生命が与えら
れ、存在していることに平等であるという認識
を抱いていた。しかし、与えられた生命力、そ
の期間および病気や障がいの有無に関してな
どの内容には至らず、あくまでも 1 つの「生命」
が与えられたというイメージを明らかにした
と推測できる。1 つ 1 つ与えられた生命ではあ
るが、そこには人それぞれの役割や価値が存在
しえる。そして、どのような人の生命も大切に
しなければならないという視点での「平等」を
捉えられるようにしていくことが必要である。  
中学生に、与えられた生命がもたらす各々
の人生の意味を考えることと共に、生命の「平
等」とは何かを人権的にも捉えることが、今後
の中学生の助け合いの精神や支えあう姿勢に
通ずるのではないだろうか。 
さらに、日々の生きている「生命」を当りま
えと捉える｛必然性｝では、自然法則による生
体発生の現実と何の違和感や不思議もなく日
常が繰り返されることにより、「生命」が恒常
化したものであるとことを示している。また、
この必然性の有る無しに関しては、感じる者の
知識や考え方、対象の事柄によって決まると推
測されるため、極めて主観的な事柄となる。現
在の中学校のカリキュラムでは、実施すべき、
薬物や喫煙予防教育など、健康教育は多数あり、
生命学習時間だけに時間を捻出ができていな
い現状がある。また、主要な国語や理科の授業
においても生命に関する一部の内容だけに留
まり、生命への知識量を増やすことや発展的な
思考を作り上げることは大変難しいと考えら
れる。助産師として、生命が誕生する瞬間に立
ち会える職種の経験とその感動をより臨場感
たっぷりに伝え、必然ではない生命の成り立ち
と誕生を印象付ける。そのことが、中学生のご
く当たりまえである日常に、時折「生命」を想
起する時間、また将来の想像する時間を設ける
ことにつながるのではないだろうか。そして、
中学生が生命への興味・関心を持ち続けて行く
ことが、今後の精神的な成長と生命観の構築に
効果的であると考えられた。 
最後に、中学生が抱く「生命」理解の｛困難
性｝であった。これは生命に対して、現象とし
ての理解の限界と表現の困惑さが存在した。同
時に、生命を想像することへの厄介さや不自由
さを感じていたと思われる。さらに、生命のイ
メージがあったとしても、思春期の特徴でもあ
る面倒であるという理由により安易に表面的
な記述になってしまったことも感じ取られた。
つまり、中学生は、想像がなかなかできないこ
とや、表現することに困惑していることを、「わ
からない」という言葉を用い、自らの思考の機
会から逃げてしまう側面もうかがい知ること
が出来た。そのため、始めはより平易な言葉で
楽しみながら生命を伝え、考える時間を設け、
そして、段階を追って難度を上げて行くような
段階別の教育方法が有用であろう。 
 
「生命」のイメージは、親子関係や兄弟姉妹
関係、栽培・飼育体験、友人関係、生死に立ち
会う機会、また自尊感情などの規定する因子が
存在し、決定づけられると考えられる。生活体
験や対人関係での精神的成長が人間理解を深
め、柔軟な「生命」のイメージとして積み重ね
られていくと推測できる。そして、生命教育に
おいて多義的な生命を認識し、「だからこそ、
生命は奥深く、重要である」と自らが気づくこ
とが、自己理解そして自己肯定感を高め、さま
ざまな事柄にも臨機応変に対応できる生命力、
すなわち「生きる力」に通ずるのではないだろ
うか。脳の働きを研究しているジョン・T.E．
リチャードによると「大脳左半球の後方領域の
組織は、イメージの生成と体験に重要な働きを
していると思われる。右半球の組織は心的イメ
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ージの変換と操作に関わっていると考えられ
る。」26）と述べている。何かをイメージするこ
とは脳の活発な働きを促し、人間の概念構築を
する上で、思考過程の最も基礎的でありながら
も高度な創作活動であるといえる。それは、人
間が行動に起こすための、明確で重要な要素で
あると考えられ、生命をイメージする際にも同
様に、生きて行くための要素が導き出されると
示唆された。 
生命をより多義的にイメージできるよう、教
材および事例提示などの教育媒体を用いて、５
感で感じることができる学習方法を取り入れ
ることが必要である。さらに、自身が誕生する
確率を知り、より奇跡的で尊い生命を再認識し、
どのように人生を考え、日々の目標として設定
するかという動機づけとそれらの導きが効果
的である。また、誕生する生命だけでなく、死
の普遍性や不可逆性を伝え、有限性を知りなが
ら、今後の自己の人生を肯定的に想像できるよ
う促すことが重要であると感じた。 
よって、中学生の発達段階にあった生命教育
のために、関連付けられる各教科の内容を組織
的に検討し、学校教育関係者と医療関係者が指
導の一貫性を図ってカリキュラム構築してい
くことが求められる。今後は、中学生が持つ「性
のイメージ」や「死のイメージ」の概念構造の
要素の明確化にも着手し、生命教育を基盤とし
た「生命と性の健康教育」をより効果的な健康
教育プログラムとして構築していくことが課
題である。 
 
結  論 
 
本研究は、中学生の「生命」のイメージに焦
点を当て、その概念構造を探索するために要素
を明らかにし、今後の「生命と性の健康教育」
に活かすことを目的とした。その結果、中学生
が持つ「生命」のイメージは、7 つの要素が抽
出された。「生命」を受け継ぎ、その連続性を
表す｛生殖性｝、傷つきやすく儚さを実感した
｛脆弱性｝、素晴らしさと大切さを感じていた
｛貴重性｝、尊さと奇跡さを想像した｛神秘性｝、
｢生命｣が存在することの公平さを表した｛平等
性｝、日々の生きている「生命」を当りまえと
捉える｛必然性｝、生命理解への限界と不自由
さと明らかにした｛困難性｝の７つがあった。 
 中学生が生命をより多義的に理解できるよ
う、実践的な生命教育と関係教科を含めたカリ
キュラム構築が必要であると示唆された。 
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Relevance to life and sexual health education  
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Abstract 
   
T h i s  s t u d y  w a s  p e r f o r m e d  t o  e x a m i n e  “ i m a g e s  o f  l i f e ”  h e l d  b y  j u n i o r  
h i g h  s c h o o l  s t u d e n t s ,  w i t h  t h e  g o a l  o f  p l a n n i n g  o n  l i f e  a n d  s e x u a l  
h e a l t h  e d u c a t i o n  a n d  f o r  l i v e  g u i d a n c e  a n d  e d u c a t i o n  i n  s c h o o l s .  T h e  
s u b j e c t s  w e r e  5 8 3  j u n i o r  h i g h  s c h o o l  s t u d e n t s  w h o  w e r e  a s k e d  t o  g i v e  
f r e e  a n s w e r s  t o  q u e s t i o n s  a b o u t  i m a g e s  o f  l i f e .  T h e s e  a n s w e r s  w e r e  
c a t e g o r i z e d  f o r  a n a l y s i s .  I n  t h i s  a p p r o a c h ,  2 6  „ s u b c a t e g o r i e s ‟ ,  1 3  
[ c a t e g o r i e s ] ,  a n d  8  < c o r e  c a t e g o r i e s >  w e r e  d e t e c t e d  f r o m  6 7  c o r d s ,  a n d  
7   f a c t o r s   w e r e  s u g g e s t e d .  I m a g e s  o f  l i f e  r e g a r d i n g   r e p r o d u c t i o n   
s u g g e s t e d  t h a t  t h e  s t u d e n t s  h a d  < b i o l o g i c a l >  i m a g e s  o f  [ l i v i n g  t h i n g s  
o n  e a r t h ]  a n d  < i n h e r i t e d  r e p r o d u c t i o n > ,  i n c l u d i n g  [ i n h e r i t e d  l i v e s  f r o m  
a n c e s t o r s ]  a n d  [ m e n  a n d  w o m e n  i n v o l v e d  i n  r e p r o d u c t i o n ] .  R e g a r d i n g  
 v u l n e r a b i l i t y  ,  t h e y  h a d  < f u g a c i o u s  a n d  s m a l l >  i m a g e s ,  b u t  a l s o  h a d  
< p r e c i o u s  a n d  w o n d e r f u l >  i m a g e s ,  s u c h  a s  [ w a r m ,  s h i n i n g ,  a n d  
b e a u t i f u l ]  a n d  [ s i g n i f i c a n t ,  v a l u a b l e ,  a n d  i m p o r t a n t ]  i m a g e s ,  f o r  
 p r e c i o u s n e s s  .  T h e y  h a d  < m y s t e r i o u s / m a r v e l o u s >  i m a g e s  f o r  
 m y s t i q u e  ,  < e q u a l > i m a g e s  f o r   e q u a l i t y  ,  a n d  i m a g e s  i n d i c a t i n g  
< n e c e s s i t y  t o  l i v e > ,  s u c h  a s  [ b e i n g  a l i v e ]  a n d  [ e s s e n t i a l s  t o  l i v e ] ,  f o r  
 i n e v i t a b i l i t y  .  R e g a r d i n g   d i f f i c u l t y  ,  t h e  s t u d e n t s  h a d  i m a g e s  
i n d i c a t i n g  < d i f f i c u l t y  w i t h  u n d e r s t a n d i n g > ,  s u c h  a s  [ i n c o m p r e h e n s i b l e  
a n d  d i f f i c u l t ]  i m a g e s  a n d  i m a g e s  w i t h  [ u n c l e a r  f o r m  a n d  p o w e r ] .  
 
K e y  w o r d s :  l i f e  a n d  s e x u a l  h e a l t h  e d u c a t i o n ,  i m a g e s  o f  l i f e ,  
J u n i o r  h i g h  s c h o o l  s t u d e n t s ,  a d o l e s c e n c e .
  
